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重点プロジェクトの中間点検について 

１ 重点プロジェクトの位置付け 
「環境事情や市民ニーズから，優先的に取り組むべき分野を選定し，当該分野における

課題を集中的かつ短期的に解決し，また，それらの施策が計画全体を牽引することを目的

に」，平成 22 年（度）までを期間として設定している。 
また，各プロジェクトについては，「期間（平成 22 年まで）終了後に，プロジェクト

期間の延長，新規プロジェクトの設定等の検討を行」うとしている。 
重点プロジェクトと長期的目標の施策展開との関係は下図のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策展開については，重点プロジェクトの関連のある基本施策・施策分野のみを図示している。 

重点プロジェクトと長期的目標の施策展開との関係 

資料３ 

総合的かつ計画的な地球温暖化対策の推進

省エネルギーの推進

新エネルギーの導入促進

自動車からの二酸化炭素排出削減対策の推進

二酸化炭素以外の温室効果ガス排出削減対策の推進

ヒートアイランド対策の推進

地球温暖化

対策の推進 

総合的な環境教育・学習の推進

学校における環境教育・学習の推進

家庭や地域における環境教育・学習の推進

人材の育成と活用

国際的連携と地域的取組により脱温暖化社会を目指すまち・京都 

すべての主体の知恵と工夫と行動で環境を支えるまち・京都 

環 境 教 育 ・

学習の推進 
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★ 
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発生抑制・再使用を重視したごみ減量化の促進

分別・リサイクルの拡大

適正処理の推進

ごみ減量化を進め，資源を循環的に利用するまち・京都 

一般廃棄物

対策の推進 
★ 

★ 

工場・事業場対策の推進

移動発生源対策の推進

公害のない健康で安全な環境が保たれるまち・京都 

大気環境の

保全 
★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

廃棄物の減量等による温室効果ガス排出削減対策の推進 ★ 
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２ 重点プロジェクトの見直し案について 

重点プロジェクト１ 家庭，事業所における二酸化炭素排出量の削減 

【現行計画に掲げる目的・背景】 

○「京都市地球温暖化対策条例」及び「京都市地球温暖化対策計画」で掲げる「市内の温

室効果ガスの排出量を 2010（平成 22）年までに基準年レベルの 90%に削減する」とい

う目標を達成するためには，基準年に対して二酸化炭素排出量の伸びの大きい民生部門

対策が急務である。 

重点プロジェクト１の見直し案について以下に示す。 

 

表 3.1 現行計画の重点プロジェクト１の内容と事務局案 

区分 現行計画の内容 事務局案 備考（理由等） 

テーマ 
家庭，事業所における 

二酸化炭素排出量の削減 
現行どおり 

目標 

 

【目標】 

民生・家庭部門における 

二酸化炭素排出量 

【目標値】※１ 

平成 22 年までに 155 万ト

ンとすることを目指します。 

目標値 【目標】 

民生・業務部門における 

二酸化炭素排出量 

【目標値】※１ 

平成 22 年までに 156 万ト

ンとすることを目指します。 

【目標】 

現行どおり 

 

【目標値】 

今年度策定する新

地球温暖化対策計

画に則って再設定 

( 目 標 年 度 は平 成

32 年度) 

・低炭素型社会の構築に向けてライフ

スタイルの転換等の取組が重点的に

進められていることから，テーマ，目

標は現行どおりとする。 
・民生・家庭部門ならびに民生・業務

部門における二酸化炭素排出量は

目標値を大きく上回り（平成 20 年の

民生・家庭部門の二酸化炭素排出

量は目標値の 21.8％増加，民生・

業務部門は 16.2％増加），二酸化

炭素排出量の削減は本市の重点課

題である。 

期間 平成 22 年度まで 平成 27 年度まで 進ちょく点検する期間 

※１. 排出係数を見直したことによって目標値を変更 
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【参考１：重点プロジェクト１に関する進ちょく状況と取組内容】 
●民生・家庭部門における二酸化炭素排出量 

・平成 20 年は 189 万トンであり，前年

に比べ 11 万トン減少 
・基準年である平成 2 年の 155 万トン

から，21.8%，34 万トン増加 
【要因】 

・電気の使用による二酸化炭素排出量が

全体の 6 割以上を占める。 
・人口は横ばいであるが，世帯数が増え，

1 世帯当たりの電気消費量も増加 

●民生・業務部門における二酸化炭素排出量 
・平成 20 年は 176 万トンであり，前年

に比べ 11 万トン減少 
・基準年である平成 2 年の 152 万トン

から，16.2%，24 万トン増加 
【要因】 

・営業所等の床面積等の増加に因り排出

量は増加。 
・電気排出係数が改善し，冬季平均気温

が前年より上昇したこと等によって排

出量は前年より 6.1％減少している。 
 
【関連する主な施策・事業】 

重点プロジェクト１ 家庭，事業所における二酸化炭素排出量の削減に関連する主な施策・事業 

事業名 これまでの施策・事業の取組結果 

京都議定書が発効した２月 16 日を記念し，毎月 16 日を「DO YOU 
KYOTO？デー」と定め，この日を中心に「ライトダウン」や「京灯ディナー」

などの環境にやさしい取組を市民や事業者の皆様と共に実施する。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

ライトダウン参加施設数 － － 605 施設 613 施設

「DO YOU KYOTO？」

プロジェクト 147 万人推

進事業 
【環境政策局】 
平成 20 年度から取組 

普及啓発イベント参加者数 － － 68,000 人 239,900 人

民生・家庭部門からの温室効果ガスの排出量削減を目的に，「環境家計

簿」を活用した家庭における省エネ活動等の実践を促進する。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

環境家計簿推進事業 
【環境政策局】 
平成 10 年度から取組 

環境家計簿取組世帯

数（下段は累計） 
1,756 

10,006 
2,980 

12,986 
6,407 

19,393 
17,086 
37,199 

地球環境に対する理解を深め，夏（冬）休み期間中に，家族と相談しなが

ら，「子ども版環境家計簿」に取り組むことにより，子どもの視点からライフス

タイルを見直し，地球温暖化防止につながるエコライフの実践継続を図る。

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

こどもエコライフチャレ

ンジ推進事業 
【環境政策局】 
平成 17 年度から取組 

こどもエコライフチャレ

ンジ実施校 3 校 11 校 50 校 101 校 

中小事業者において実効ある地球温暖化防止の取り組みを推進するた

め，環境リーダーを養成する５回連続講座を実施する。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

事業者向け環境学習

セミナー 
【環境政策局】 
平成 18 年度から取組 セ ミ ナ ー 参 加 者 数

（延べ人数） 17 人 36 人 33 人 57 人 
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重点プロジェクト２ 自動車に過度に依存しないまちづくりの推進 

【現行計画に掲げる目的・背景】 

○大気汚染の原因として自動車の寄与が大きい二酸化窒素は，自動車排出ガス測定局に市

保全基準が未達成の測定局がある状況が継続している。また，運輸部門における二酸化

炭素排出量は全体に占める割合が高く，その削減対策が急務である。 
○京都には，公共交通機関，徒歩及び自転車を利用することにより，その魅力を満喫でき

る観光資源が市内全域にわたって存在しており，観光都市として交通環境を整備するな

ど，「歩くまち・京都」の実現に向けた取組が重要である。 

重点プロジェクト２の見直し案について以下に示す。 

 
表 3.2 現行計画の重点プロジェクト２の内容と事務局案 

区分 現行計画の内容 事務局案 備考（理由等） 

テーマ 
自動車に過度に依存しない

まちづくりの推進 
現行どおり 

目標 

 

【目標】 

二酸化窒素に係る市保全

基準達成率※２ 

【目標値】 

自動車排出ガス測定局に

おける市保全基準を早期

に達成し，維持すること

を目指します。 

【目標】 

現行どおり 

 

【目標値】 

現行どおり 

目標値 【目標】 

運輸 部 門における二 酸 化

炭素排出量 

【目標値】※１ 

平成 22 年までに 197 万

トンとすることを目指し

ます。 

【目標】 

現行どおり 

 

【目標値】 

今年度策定する新

地球温暖化対策計

画に則って再設定

( 目 標 年 度 は平 成

32 年度) 

・「歩くまち・京都」総合交通戦略も策

定され，低炭素型社会の構築に向

けてライフスタイルの転換等の取組

が重点的に進められていることから，

テーマ，目標は現行どおりとする。 
・自動車排出ガス測定局における二

酸化窒素に係る市保全基準達成率

は未達成の状況が継続し，改善が

みられないため，重点的に取組み，

早期に達成する必要がある。 
・平成 20 年の運輸部門における二

酸化炭素排出量はすでに平成 22
年の目標値を達成（平成 20 年の二

酸 化 炭 素 排 出 量 は 目 標 値 の

16.1％削減）しているが，二酸化炭

素排出量の削減は本市の重点課題

である。 

期間 平成 22 年度まで 平成 27 年度まで 進ちょく点検する期間 

※１. 排出係数を見直したことによって目標値を変更 
※２. 二酸化窒素に係る市保全基準：1 時間値の 1 日平均値が 0.02ppm 以下，当分の間 0.04ppm 以下 
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【参考２：重点プロジェクト２に関する進ちょく状況と取組内容】 
●二酸化窒素に係る市保全基準達成率 

・自動車排出ガス測定局における二酸化

窒素に係る市保全基準達成率は全局未

達成の状況が継続している。 
【要因】 

・自動車排出ガス測定局の達成率は，平

成 16～17 年度にかけて改善しており，

平成 18 年度以降達成率が上下してい

る。これは平成 18 年度以降は測定局

の欠測に因って変化したためである。 
●運輸部門における二酸化炭素排出量 

・平成 20 年の運輸部門二酸化炭素排出

量は 165 万トンであり，前年に比べ

11 万トン減少し，基準年である平成

2 年の 205 万トンから，19.4%，40
万トン減少した。 
【要因】 

・自動車保有台数はやや減少しているも

のの，普通乗用車は平成 2 年に比べ

約 4 倍に増加。 
・車の燃費性能は改善し，平成 2 年に

比べ保有平均モードで燃費が 6％向上。 

【関連する主な施策・事業】 

重点プロジェクト２ 自動車に過度に依存しないまちづくりの推進に関連する主な施策・事業 

事業名 これまでの施策・事業の取組結果 

京都市自動車公害防止計画に基づき，市バスへの天然ガス自動車及

びＤＰＦの導入，その他公用車への低公害車等の導入を推進する。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

市バス，公用車への低公

害車・低燃費車の導入促

進 
【環境政策局】 
平成 13 年度からの取組 

本市が保有する低公

害車等の保有台数 357 台 419 台 502 台 547 台 

京都府トラック協会を通じて低公害車（ＣＮＧ車）をリース（3 年間）で購

入する中小運送事業者に助成を行っている。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

低公害車導入に対する補

助 
【環境政策局】 
平成 11 年度からの取組 CNG 車助成件数 

（下段は累計） 
8 台 

45 台 
6 台 

51 台 
8 台 

59 台 
3 台 

62 台 
地球温暖化対策運輸部門の一環として，燃料消費量の少ない運転方

法であるエコドライブについて，広く一般ドライバーへの普及を図る。 
 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

京エコドライバーズ宣

言者数（下段は累計） － － 13,248 人 
13,248 人 

37,083 人

50,331 人

エコドライブ推進事業 
【環境政策局】 
平成 19 年度からの取組 

エコドライブ推 進 事

業所登録事業所数 
（下段は累計） 

－ － 68 事業所 
68 事業所 

237 事業所

305 事業所

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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（単位：％）

二酸化窒素にかかる市保全基準達成率の推移 
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－ 6 － 

重点プロジェクト３ 発生抑制・再使用を重視したごみ減量化の推進 

【現行計画に掲げる目的・背景】 

・ごみの総排出量は，平成 13 年度以降減少しているが，さらにリサイクル対策を推進し

ていくとともに，取組がやや遅れているごみの発生抑制（リデュース）や再使用（リ

ユース）などの上流対策をより強化する。 
・家庭ごみの有料指定袋制の実施や，プラスチック製容器包装の分別収集の全世帯拡大な

どを実施し，さらに，京都の精神文化である，「しまつ」という考え方や，もったいな

いと思う心を大切にすることも重要である。 

重点プロジェクト３の見直し案について以下に示す。 

 
表 3.3 現行計画の重点プロジェクト３の内容と事務局案 

区分 現行計画の内容 事務局案 備考（理由等） 

テーマ 
発生抑制・再使用を重

視したごみ減 量化 の推

進 
現行どおり 

目標 
 

【目標】 
ごみの総排出量削減率 
【目標値】 
平成 22 年度における

ごみの総排出量を，平

成 13 年 度 の

858,257t から 5.5％削

減し，810,700t とする

ことを目指します。 

【目標】 再設定 
一般廃棄物市受入量※３

【目標値】 再設定 
平成 27 年度における 
一 般 廃 棄 物 市 受 入 量

を ， 平 成 20 年 度 の

570,000t から 17.5％

削減し，470,000t とす

ることを目指します。 
目標値 【目標】 

再生利用率 
【目標値】 
平成 22 年度における

再 生 利 用 量 を ， 平 成

13 年度の 95,010t か

ら増加させ 212,700t と

し，再生利用率を 25％

と す る こ と を 目 指 し ま

す。 

【目標】 現行どおり 
再生利用率※４ 
【目標値】 再設定 
平成 27 年度における

再生利用量を，平成 20
年度の 120,000t から

増 加 さ せ 150,000t と

し，再生利用率を 26％

とすることを目指します。

・ごみの減量，再生利用推進につ

いては取組が進んでいるが，可能

な限り環境負荷が低減された循

環型社会をすみやかに構築する

ため，テーマは現行どおりとし，

「京都市循環型社会推進基本計

画（2009-2020）」に則って目標は

再設定する。 
・平成 21 年のごみの総排出量は

すでに平成 22 年度の目標値，

平成 27 年度の目標値を達成し

ている。 

期間 平成 22 年度まで 平成 27 年度まで  
※３.一般廃棄物市受入量は，京都市が受け入れているごみの量で，家庭ごみ（燃やすごみ，資源

ごみ，大型ごみ）と事業ごみ（業者収集ごみ，持込ごみ）の合計を示す。ごみの発生抑制・

再使用といった上流対策の取組の進ちょくを表すものである。 
※４.再生利用率は，再生利用量／（一般廃棄物市受入量＋民間資源化量）×100％で算出する値で

ある。リサイクルの進ちょくを表すものである。 
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【参考３：重点プロジェクト３に関する進ちょく状況と取組内容】 

 

●ごみの総排出量削減率 

・平成 21 年度の一般廃棄物総排出量は

717.6 千 t となっており，前年度から

14.7 千 t，2.0％減少 
・平成 22 年度の目標値 810.7 千 t，平成

27 年度の目標値 803.5 千 t をすでに達

成 
【要因】 

家電リサイクル法や建設リサイクル法の施

行，クリーンセンターや埋立の受入料金の改

定，平成 18 年 10 月の家庭ごみ有料指定

袋制の導入等により，平成 13 年度以降減少 

 

●再生利用率 

平成 21 年度の一般廃棄物再生利用率

は 20.3％となっており，数値把握のはじ

まった平成 13 年度から 9.3％増加 
【要因】 

・市のごみ処理における資源回収量，集

団回収や資源回収量は増加傾向で推移

しており，平成 21 年度の一般廃棄物

再生利用量は 204,912 トンであった。 
・平成 21 年度の再生利用率は 20.3％で

あり年々伸びているが，目標数値は未

達成 
・ごみの減量の取組によるごみ処理量の減少，焼却灰溶融施設の稼働による溶融生成物の

有効利用等により，一般廃棄物再生利用率は上昇すると考えられる。 
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【関連する主な施策・事業】 

重点プロジェクト３ 発生抑制・再使用を重視したごみ減量化の推進に関連する主な施策・事業 

事業名【所管局】 施策・事業の進ちょく状況の結果（平成 21 年度） 

「循環型社会」の構築が急務となっており，3R に関する専門知識や意欲

を有する市民の方の力を結集し，廃棄物の分別活動など，市民へのご

み減量意識啓発活動など，市民と行政が共に課題解決にあたっていく。

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

みんなのエコナビゲータ

ー 

【環境政策局】 

平成 21 年度からの取組 

エコナビゲーター数 － － － 30 人 

家 庭 ごみ有 料 指 定 袋 制

【環境政策局】 

平成 18 年度からの取組 

「循環型社会」の実現に向けて，ごみ減量・リサイクルの一層の促進に資

することを目的として，平成 18 年 10 月から，ごみの発生抑制に効果的

な家庭ごみ収集における有料指定袋制を実施した。 

販売価格が高価な電動式生ごみ処理機等普及のため，電動式生ごみ

処理機は，購入経費の 2 分の 1，上限 3 万 5 千円，コンポスト容器は，

購入経費の 2 分の 1，上限 4 千円を助成している。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

応募者数 10,333 人 2,292 人 992 人 676 人

生ごみ堆肥化等の活動支

援事業 

【環境政策局】 

平成 18 年度からの取組 

購入助成者数 

（下段は累計） 

5,711 人

5,711 人

1,537 人

7,248 人

664 人 

7,912 人 

461 人

8,373 人

家庭ごみに混入されている蛍光管を可能な限りリサイクルするため，使用

済み蛍光管を割らずに回収する。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

蛍光管拠点回収事業 

【環境政策局】 

平成 18 年度からの取組 

回収量 13 t 30 t 31 t 34 t 

資源の有効活用とごみの減量を図るため，小学校や商業施設に回収拠

点を設け，飲料用紙パックを回収し，再資源化を図る。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

資源ごみ拠点回収 

（紙パック） 

【環境政策局】 

平成 9 年度からの取組 回収量 100 t 110 t 104 t 95 t 

使用済み乾電池を拠点回収し,リサイクルすることによって水銀，亜鉛，マ

ンガンなどを適正処理し，資源として有効に利用する。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

使用済乾電池処理適正

化事業 

【環境政策局】 

平成 5 年度からの取組 処分量 59 t 63 t 62 t 62 t 

古紙類や古布などの資源を回収する目的や意義を地域団体が認識し，

自主的に分別回収・リサイクルできるよう支援する。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

コミュニティ回収 

【環境政策局】 

平成 16 年度からの取組 

回収実施団体数 535 団体 1,264 団体 1,499 団体 1,750 団体 

市民が身近にリユースびん（リターナブルびん）を持参できる回収拠点を

拡大することによって，今まで資源ごみとしてリサイクルされていたリユー

スびんをリユース（再使用）する。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

リユースびん回収

量 
58 t 74 t 76 t 76 t 

リユースびん（リターナブ

ルびん）等の拠点回収 

【環境政策局】 

平成 16 年度からの取組 

リユースびん回収

拠点数 
－ 79 拠点 79 拠点 104 拠点

市内の各家庭から排出される資源ごみ（缶・びん・ペットボトル及びプラ

スチック製容器包装を週１回，小型金属を月１回）を収集している。 

 H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度

缶・びん・ペットボト

ル回収量 
16,169 t 13,875 t 13,379 t 13,444t 

資源ごみ分別収集 

【環境政策局】 

昭和 62 年度からの取組 

プ ラ ス チ ッ ク 回 収

量 
－ 5,638 10,048t 9,583t 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


